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〔抄　録〕
2013年，ドイツにおいては，賃貸借法改正が改正された。その中で，環境保護に資する
措置を行う際に，賃借人に一定の受忍義務を求めることが認められた。そして，同時に賃
貸人の賃料収入を確保するために敷金不払いの場合を債務不履行と評価し，明渡請求を簡
略化する改正が行われた。この改正を賃貸住居市場の変化を見ながら検討したい。そして，
結果として，賃借人保護の本質である，賃貸人が賃貸住居を必要としている正当事由と賃
借人が賃貸住居を必要としている困窮事由を衡量して，賃借人保護をはかるという本質に
は変化は無く，むしろ，時代の要請に応じて，必要な保護を構築し，賃貸人・賃借人双方
の利害を適正に判断する枠組みはより実効的に運用されると評価できた。この改正の評価
は，さらに今後の賃貸住居市場における動向に注意を必要とするが，我が国における借地
借家法のあり方にも考察の一助としたい。
